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特集｜特殊条件下での発進と到達技術〈到達時の安全性，布設管渠の品質確保を最重要視した推進工法〉

はじめに1 .
　超泥水加圧推進工法は昭和56年に1号工事に着手し
て以来，39年が経過し，この間の施工実績は3,527件，
累積施工延長883 ,490mに達しました。
　この間，本工法の普及とあいまって同様の工法が
次々と発足し，平成8年度には泥濃式推進工法として
まとめられ，名実ともに推進の一工法として認められ
るまでに発展しました。今日では，本工法の特徴とも
いえる超長距離，急曲線推進を中心に多種多様な工事
で活躍しています。これもひとえに本工法をご採用く
ださった各自治体やコンサルタントの方々並びに各工
事担当者のご尽力によるものと感謝いたします。
　さて，昨今の都市部での施工では，交通事情や輻輳
する地下構造物の制約等から，狭小な立坑，既設マン
ホール，既設構造物への到達が増えています。このケー
スでは掘進機を残置していましたが，当協会では工事
費の軽減，環境に配慮したリサイクルの考えから，外
筒残置回収型掘進機を開発しました。超泥水加圧推進
工法の特徴を生かしつつ新たな機能を持つ新型の掘進
機となっています。

工法の概要と特徴2 .
2−1　外筒残置回収型推進工法の概要
　外筒残置式は掘進機の外筒の残置と内部機器の回収
を特長とする超泥水加圧推進の新しい掘進機です。本
掘進機は分解回収可能なカッタ，隔壁，駆動装置，そ
の他の内部機器を装着し，従来の掘進機では回収が難

しいとされていた狭小立坑や既設マンホールなどの既
設構造物に到達した際，外筒を残置し機器を分解回収
して推進管を外筒内に収め管を敷設します。
　なお通常の到達立坑では外筒部を回収することも可
能です。また，外筒は現場に応じて製作しますので，
個々に必要な付加条件（急曲線など）に対応しやすい
方式でもあります。

2−2　外筒残置回収型推進工法の特徴
①機器の回収によりコスト削減
　カッタ，隔壁，従管，内部機器の分解回収が可能で
す。部品は再使用しますから，従来全損扱いであった
機器が損料扱いとなり，コストが削減できます。
②到達後の回収作業が早い，安全
　基本的にボルトを緩めることによって分解可能な構
造の為，殆ど火器による切断を要しません。到達後の
日数が短縮でき，かつ安全です。
③全延長を同一の推進管で敷設可能
　残置する外筒（主管）に推進管を納め管の敷設を完
了しますから発進から到達まで全延長を同一の推進管
で敷設できます。特殊管を使用する必要がありません
し二次巻きも不要です。
④外筒残置は地山を乱さない為の工夫
　掘進機到達後は，固定した外筒（主管）内に推進管
を納め敷設を完了します。従来は掘進機の押し出し（切
断回収）に時間を要していましたが，外筒を残置する
ことにより，到達後に地山を乱さず安全，かつ速やか
に管を敷設できます。
　止水パッキンの使用が難しい既設マンホールでも，
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